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アクセラテクノロジ株式会社 ご紹介
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■ 設立：2001年7月

富士通(株)のベンチャー起業制度により検索技術を強みとした
ソフトウェアプロダクト開発企業として創業

■ ミッション：「お客様の事業をアクセラレート（加速）」

企業の業務をナレッジ×AIの取組みでより良くする

ご支援をITシステムとサービスの両面から提供

■ 代表：代表取締役社長 進藤達也 博士（情報科学）

■ 商品・サービス：
SolutionDesk ナレッジ×AI®による問題解決システム（ナレッジ活用ＩＴ）

K-Board ナレッジボード（ナレッジ創出IT）

BizAntenna 多言語ナレッジベース（自動翻訳連携）

TanQlo エンタープライズサーチ（オンプレミス製品）

BizSearch ASPサイト検索 ホームページのサイト内検索
達人シリーズ コンサルティングとＩＴ導入支援による業務特化型改善サービス

◼ 保有特許：ナレッジとAIを連携させた情報処理技術（特許第7761291号）
文書共有システムに関する技術（特許第5993848号）
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アジェンダ
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◼ 過去トラの活用とは

◼ 過去トラ蓄積・活用を阻む「見えない壁」

◼ AIエージェントによる報告・分析・通知自動化

◼ トラブル対応エージェントのご紹介

◼ SolutionDeskのご紹介

◼ 導入支援のご紹介・まとめ

◼ 質疑応答
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セッション1 過去トラの活用とは
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過去トラの活用とは

発生したトラブルや問題に対して分析を行い、
同一の問題を発生しないようにする

トラブル・問題

なぜ発生したのか？
（分析）

再発防止策は？

トラブル解決
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過去トラ活用の効果・メリット

過去と同じ
問題発生
対応実施 報告書作成

Before：よくある問題発生とその後の流れ

上長が内容確認 同じような問題
が再発…

・作業や製品の品質低下
・顧客満足度低下、クレームの増加
・問題対応工数の増大

設計 DR 開発・生産

一旦は収束
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過去トラ活用の効果・メリット

新規の問題発生
対応実施

問題分析

上長が内容確認
過去トラ・再発防
止策として保存

「既知の事例を活かす・学ぶ」

設計 DR 開発・生産

報告書作成

After：過去トラ活用後の流れ

過去トラ
再発防止策集
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なぜ上流工程での対策が必要なのか？

設計変更の自由度

企画 製品設計 工程設計 製造

80%

0%

100%

出典:日野三十四「実践 エンジニアリング・チェーン・マネジメント:IoTで設計開発革新」

品質・コストの確定度
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なぜ上流工程での対策が必要なのか？

作業負荷
（コスト・工数）

従来の作業負荷

フロント・ローディングによる
作業負荷

企画 製品設計 工程設計 製造

出典:日野三十四「実践 エンジニアリング・チェーン・マネジメント:IoTで設計開発革新」
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セッション2 過去トラ蓄積・活用を阻む「見えない壁」
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過去トラ蓄積・活用を阻む「見えない壁」
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トラブル対応中の「報告」は
現場への酷な要求

「書く」手間をゼロにしなければ、
過去トラ活動は現場に定着しない

内容的に不十分な報告

1:「書く」ことの課題
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過去トラ蓄積・活用を阻む「見えない壁」

12

2:「探す」ことの課題

今必要な情報がどこにあるかわからない

「現場の負担をAIが代行する」解決策へのシフトが不可欠

「探す」手間をゼロにしない限り、
過去トラの活用は進まない
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セッション3 AIエージェントによる報告・分析・通知自動化
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解決策①「書く」を代行：報告の自動化
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報告書作成にかかる時間を大幅削減

報告書作成をAIエージェントが代行
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解決策②「分析・活用」を代行：プッシュ型のナレッジ活用
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AIが状況を察知し、見るべきナレッジを自動で提示

登録された報告書をもとにAIが分析を実行・再発防止策を生成

ﾄﾗﾌﾞﾙ報告書

ナレッジベース

再発防止策

トラブルの根本原因を
特定し、再発防止策
を即座に提示

ﾄﾗﾌﾞﾙ報告書

過去トラ事例

プッシュ通知
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導入効果
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「使える過去トラ」が自動で溜まる
現場に負荷をかけることなく、組織の財産となる「使える過去トラ」が自然

に貯まっていくサイクルが確立

属人化を排除し、分析精度を均一化
AIがフレームワークに基づき、客観的かつ論理的な分析を実施

担当者の経験値に左右されない、高品質な再発防止策の策定を実現

再発防止のスピードアップ
AIが必要な時に最適な情報を通知するため、情報の検索や精査にかかる

工数は限りなくゼロに

「現場に負担を強いる」過去トラ活動から、
「AIが現場を支え、自動でナレッジが循環する」新しい形へ
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セッション4 トラブル対応エージェントのご紹介
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過去トラを使った問題解決
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ナレッジ×AIエージェントが実現する「循環型」業務革新
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AIが「溜める」から始められる

AIエージェントが、日々の業務（メモ、議事録）からナレッジを
自動生成・蓄積するところからスタート

AIが「使う」から定着する

「登録」や「時間」をトリガーに、AIエージェントが自動で
チェック・分析・通知を行い、業務プロセスに介入

伴走支援で「成果を出し続ける」

貴社の業務に合わせた「プロンプト（指示書）」を用意
貴社専用のAIエージェント（業務アプリ）を伴走支援で一緒に構築・育成
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ツール提供と伴走型サービスの両輪でご支援
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SolutionDesk 伴走支援サービス

AI
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ナレッジマネジメントに基づくAI活用ソリューション
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生成AIを搭載した
ナレッジマネジメント基盤

部門ごとに独自の
ナレッジベースを構築

業務に組み込める
実務直結AIアプリ

チケット管理による
業務依頼・進捗管理

共通ナレッジベースを参照し
AIが業務支援・自動化

CRMやSFA、設備管理など
既存システムと柔軟に連携ナレッジベース

AI

企業内に散在するナレッジを、業務で“使える形”に整え、AIと一緒に育てていくための基盤
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ナレッジ×AI 伴走支援サービス
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ナレッジ×AIを現場に定着させ、業務変革を持続的に支援します

■ナレッジ×AI業務実装モデル
・ゼロから作らない導入方式
・短期間で「貴社仕様」へ最適化
・段階的かつ柔軟な導入や拡張性

■継続的な伴走支援体制
・継続的な運用サポートと現場の実行力向上
・属人化防止とリスクの解消
・人材育成とノウハウの蓄積
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ワークショップでは…
• AI経由でナレッジを参照した時の、具体的な回答を確認できます
• 参照するナレッジをキーワード検索やドリルダウンで絞り込んだ際の回答の違いを確認できます
• プロンプトの共有や活用の仕方をご紹介、プロンプトの工夫による回答の違いを確認できます

SolutionDeskワークショップ
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24掲載されている会社名、製品名、サービス名、ロゴマークなどは、該当する企業もしくは組織の商標または登録商標です。

本サービスには、当社が取得した特許（第5993848号、第7761291号）の技術を使用しています。
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